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設置した冷走試験設備と，エンジン架台に設置した GG-ATR エンジンの様子を示す． 
  
図 1 GG-ATRエンジン冷走試験設備  図 2 エンジン架台に設置されたGG-ATRエンジン 
 










特性の把握を行った．図 4 は GN2 による冷走試験での回転軸変位（D1, D2）と，回転数の時間履
歴の試験結果であり，図 5 は振動加速度センサーで計測した振動加速度の Cambell線図である．
軸変位センサーは圧縮機インペラ背後に設置してあり，90 °の位相差を持って設置している． 軸
変位は，10000 rpmの時で 40 m程度に留まっていたが，回転数が 12000 rpmに上がった瞬間に軸

















図 4  回転軸変位（D1, D2）と回転数(N)の時間履歴 
 
 
図 5 振動加速度の Cambell線図 
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